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１ 学校関係者評価委員会の位置付け 

太田医療技術専門学校（以下「本校」という）における学校関係者評価委員会（以下「本委員会」とい

う）は、学校長の諮問機関として設置されており、本校の専攻分野に関する実務経験や、組織運営に関す

る豊富な知見を有する人物によって構成されている。各委員はそれぞれの専門的見識を活かして、本校

が実施した教育目標や教育環境等に関する自己点検・評価の妥当性について、多角的かつ客観的な観点

から検討を行い、その評価結果を次年度以降の教育活動および学校運営の改善に活用することを目的と

している。 

令和 7 年 5 月 23 日に本年度の本委員会を開催し、各評価項目に関して自己評価の妥当性を中心に意見

交換と検討を行い、その結果を「学校関係者評価委員会報告書」として取りまとめた。本報告書は、教育

の質の向上および学校運営の透明性の確保を図ることを目的として作成したものであり、その内容を広

く周知するため、本校ウェブサイトの「公表情報」ページにおいて公開する。 

 

２ 本校の学校関係者評価委員 

 本校の学校関係者評価委員は以下の通りである（敬称略・五十音順） 

 

氏名 現職 

引田 正俊 
一般社団法人太田新田歯科医師会 監事 

引田歯科医院 院長 

丸山 智晴 群馬大学生活協同組合  専務理事 

和田 通 医療法人團康会 軽井沢團クリニック 事務長 

 

３ 自己点検・評価及び学校関係者評価にあたって 

本委員会においては、前年度に実施された教育活動等の成果を踏まえ、本校が作成した自己点検・評

価の結果に基づき、当該自己評価の妥当性について多角的かつ専門的な観点から検証を行うとともに、

そこから抽出された課題や改善点等について慎重に検討を加え、それらの結果を今後の教育活動の質的

向上および学校運営の一層の充実に資するよう活用している。 

本報告書は、本委員会における審議の過程で委員より寄せられた指摘や助言等を踏まえて修正または

補足を行った評価結果および総括的評価を掲載している。ついては、自己点検・評価の項目の構成や評

価結果については、「自己評価結果報告書」を参考にされたい。 

 

https://www.ota.ac.jp/medical/school/disclosure/
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４ 学校関係者評価 ※順不同 

(1)評価の修正・補足等 

 ①評価の修正 

  なし。 

 

 ②評価に関する補足   

評価項目 補足 

1-2 教育の特色 学科ごとに違いがありまだ甘い部分がある。今年度中に整

備する。 

2-1 運営方針 周知が不完全。自己点検・評価を踏まえて適切に対応する。 

2-3 運営組織 項目 1 について、教員数が少なく、日常的に情報共有がで

きているため、会議を行っていない学科もある。 

2-4 教職員の評価・育成 今後の研修等を通じて理念への理解を深めるとともに、そ

の理解が教育活動に反映されているかも確認したい。 

2-5 人事・給与制度 制度が明文化されているものが少ない。 

3-1 目標の設定 整備が不十分であり、全学生に本校の理念について考えさ

せる取り組みを通じて、浸透を図っている。 

3-2 教育方法・評価 本年度中に教務支援システムの刷新を予定。シラバスや成

績管理を改善していく。 

3-5 キャリア教育 現時点では取り組みが不十分であるため、今後は強化を図

りたい。中学校に働きかけて職業体験を実施し、模擬授業

を通じて職業理解を促していく。 

4-2 就職率 学科における学生の報告書や関連会議が不十分との認識

がある。 

5-3 学生相談 指導は適切であるとの認識がある。 

 

5-4 学生生活 学生の健康に関する相談窓口がないため、担任等が健康相

談を受けている。 

5-5 中途退学への対応 学校全体で取り組みを行っており、年々低減されている。 

 

5-6 保護者との連携 保護者会は定期的には開催しておらず、都度面談等で対応

している。 

5-7 卒業生・社会人支援 本校に同窓会組織はあるが、研修会・勉強会などの具体的

な支援は学科単位で行っている。 

6-1 施設・設備等 設置基準は満たしているものの、教育活動上不十分と言え

ることもある。点検が行われていない学科もあった。 

6-3 防災・安全管理 気象警報発令時の対応について規定がなく、都度判断して

いる。 
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評価項目 補足 

8-1 法令・設置基準等の遵守 ハラスメント防止規程について作成中 

8-3 学校評価 委員会による評価体制を構築したい。 

8-4 改革・改善 すべての項目について検証を行い、来年度の評価を上げた

い。 

9-4 財務情報の公開 閲覧規程を整備する。 

 

 (2)総括的評価（順不同） 

① 引田委員 

   今までは、学科単位での比較が可能だったため、評価が容易だった。総覧形式により、学校の立

場や状況が一目で分かるようになり、非常に分かりやすくなった。今後は「見える化」や「情報共

有」、さらに「横のつながりの強化」が期待される。 

   現在もオープンキャンパスは実施されていると思われるが、キッザニアや学園祭のようなイベ

ントを活用し、小学校高学年から中学生を対象に興味を持たせる取り組みが有効かと思われる。

若年層に体験の機会を提供することは、将来的な志願者増加にもつながる可能性がある。 

 

② 和田委員 

評価がエビデンス（証拠）に基づいて明確になった点が非常に良い。誰が見ても評価の根拠が分

かるようになり、外部に対しても説明しやすくなった。学科間でエビデンスが共通化されたこと

で、今後の教育システムとして非常に有望であると感じた。 

令和 7 年度は、どう運営していくか手腕が問われる年になるとの認識。 

 

③ 丸山委員 

評価方法の変更により、分かりやすくなった点と難しくなった点の両方があると感じた。 

本校の教員は非常にストイックで、学生への思いが強いことが印象的。充足率は課題だが、学校

には良い要素が多く、それが十分に伝わっていないのが残念。医療事務管理学科はこれほど多くの

資格を持って卒業する学校は他に無い。国家試験の合格率や進路実績は昨年度より向上しており、

資格取得も確実にできる環境が整っている。 

学生に「楽しさ」や「やりがい」が伝わることが重要であり、それを学生自身が外部に発信して

いくことが望ましい。卒業生とのつながりを活かし、やりがいを共有・発信することで、学校の魅

力を広く伝えてほしい。 

 

以上 

 


